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緒   言 

 筆者らの研究室では，生活用水におけるレジオネラ属菌

(以下レジオネラという)の生息状況について，1987年以来

継続して調査している．これによって各種生活用水での本

菌属の生息実態が解明されつつある 1)． 

 レジオネラは水試料から，またレジオネラ症患者からも，

血清群 1 を中心とした L.pneumophila が圧倒的に多く検出

される．しかし，筆者らの調査の過程で L.bozemanii や

L.gormanii, L.micdadeiなどL.pneumophila以外のレジオネラ

が分離される例を経験している． 
 これら L.pneumophila に比べて分離頻度が低いレジオネ

ラ 2)は，患者症例も同様に少数であり病原性について明ら

かとはいえない．しかし，様々な菌種のレジオネラを起因

菌とする症例が徐々に報告されるようになってきた 2）．こ

うしたことから，我々の日常検査では検出頻度が低い菌種

のレジオネラであってもその検出・同定に努めて，症例に

みられる菌の分布との関係など広く知見の集積をはかるこ

とが重要と考えられる．そこで，本稿ではこれらのレジオ

ネラのうちL.bozemaniiとL.gormaniiの検出状況をとりまと

めたので報告する． 

 
材料と方法 

１．供試水 

 平成13年度及び平成14年度に当研究センターに持ち込

まれた各種生活用水(冷却塔水，浴槽水，給湯水，消防用水
等)を試料水として供試した． 

２．レジオネラの検出 

 レジオネラの検出はメンブランフィルター濃縮/酸処理

法に従って行った 3)．すなわち，一定量の供試水を孔径 0.22 
µm の滅菌メンブランフィルターでろ過し，フィルター上
の捕捉物を滅菌水 5 mL で洗い出した後，0.2 Mの HCl- 

KCl溶液(pH 2.2) 5 mLを添加して 3分間酸処理した．こ
の処理液をレジオネラ選択分離培地に塗布し 37℃で 1 週

間程度培養した．レジオネラと推定される集落を羊血液寒

天および BCYEα寒天培地に画線して 37℃で培養し，

BCYEα寒天培地にのみ発育した集落についてラテックス

凝集反応(Legionella Latex Test Kit, OXOID)及び免疫血清
（レジオネラ免疫血清「生研」, デンカ生研）を用いた凝

集反応を行った．これらの反応が陽性となったものをレジ

オネラとし 3)，菌種等を決定した． 

３．選択分離培地 

 環境試料からのレジオネラ選択分離培地として WYOα

寒天培地(栄研化学)と GVPCα寒天培地(日研生物医学研
究所)を使用した．試料水の前処理等はすべて同一に行っ

た． 

 
結果と考察 

１．平成 13 年度の検出状況 

 平成 13年度は，表 1に示すように冷却塔水試料 327件
のうち 196 件でレジオネラが検出され，そのほとんどが
L.pneumophilaであった．L.pneumophilaの血清群(SG)では，

他の血清群が同時に検出されるもの，すなわち混合汚染を

含めて SG1 が 139件で検出件数の70.9 %と大多数を占め

ており，これは既報 4)と同様であった． 
 L.bozemaniiは 11件(5.6 %)に検出された．L.bozemaniiの

検出菌数範囲は 20～280,000 CFU/100 ml であった．また，
本菌が検出された施設で清掃殺菌などを行った後の再検査

と思われる例では本菌が減少したり，菌種が交代して本菌

が検出されなくなる例もあった．さらに L.pneumophila と

混合している場合もみられた． 
 浴槽水試料 34件のうち 11件(32.3 %)でレジオネラが検

出され，菌種は L.pneumophilaのみで SG5 と SG6 が多かっ
た．これも既報 4)と同様であった． 

 給湯水試料 112 件からのレジオネラ検出は 6 件(5.3 %)
で，すべて SG1 以外の L.pneumophila であり，既報 4)と同

様に SG5，SG6 が大半であった． 

 消防用水では 23件中4件（17.4 %）で L.pneumophila SG1
及びその他の L.pneumophila  が検出された． 

 修景用水では 4件のうち 1件から L.pneumophila SG1 と
その他の L.pneumophila が混合して検出された． 
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表１．冷却塔水から検出されたレジオネラの分類 

(平成13年度) 
                             

                   検出件数に占める割合 

レジオネラ属菌          件数        (%)    

L.pneumophila SG1 100 51.0 

 SG2 1 0.5 

 SG4 2 1.0 

 SG5 1 0.5 

 SG6 2 1.0 

 SG7～SG14 42 21.4 

 SG1 + SG2～SG14 35 17.9 

 SG4 + SG7～SG14 1 0.5 

L.bozemanii  7 3.6 

L.pneumophila   SG1 

  +  4 2.0 

L.bozemanii 

その他  1 0.5 

( 小計  196 100.0   ) 

不検出  131                

合計  327        

 
２．平成 14 年度の検出状況 

表２．冷却塔水から検出されたレジオネラの分類 

(平成14年度) 
                             

                   検出件数に占める割合 

レジオネラ属菌          件数        (%)    

L.pneumophila SG1 42 56.0 

 SG3 7 9.3 

 SG4 2 2.7 

 SG5 1 1.3 

 SG6 2 2.7 

 SG7～SG14 11 14.7 

 SG1 + SG2～SG14 6 8.0 

L.bozemanii  1 1.3 

L.gormanii  1 1.3 

その他  2 2.7 

( 小計  75 100.0   ) 

不検出  101                

合計  176        

 

 平成 14年度は，表 2に示すように冷却塔水試料 176件
を調査した．レジオネラの検出状況は 75件(42.6 %)と 13

年度に比べて低下していた．ただし，13年度に比べて試料
数が 1/2 と少なく，また採水場所などの条件が異なるため

直ちに比較することはできない．L.gormanii 及び

L.bozemaniiはそれぞれ 1件検出され，その検出率は 1.3％
であった． 

 循環式給湯水では 97 件のうち 9 件からレジオネラが検
出され，そのうち 1 件から L.bozemanii が検出された．

L.pneumophila は 8 件(8.2 ％)から検出され，その内訳は
SG1 が 2件, SG3 が 1件, SG5 が 2件，その他が 3件であ

った．また温泉水 7 件では 6 件(86 %)から L.pneumophila

が検出され，SG3 3 件, SG5 3 件であった． 

３．L.gormanii及び L.bozemaniiの分離における特徴 

 L.bozemanii は L.pneumophila と較べて初代分離の発育が

遅く，培養 7日目であっても集落が小さい．さらにシステ

イン要求性などの確認培養に要する時間を加えると，最終

的な判定を得るまでに 10 日程度の日数を要することも少

なくなかった．また培養時間が長期に渡る場合は培地が乾

燥することがあり，湿度の保持に注意する必要があった．

L.bozemanii 及び L.gormanii は集落の色調も L.pneumophila

とは異り，白色で，その形は円形レンズ型のスムース型で，

L.pneumophilaとはかなり形状が異なる集落である．また暗

下で紫外線(波長366  nm)を照射すると白色または青白色

の自家蛍光を発することが特徴で，これが同定の手がかり

となった． 

 
結   語 

 分離頻度が低いレジオネラに注目してその出現状況を調

査した．平成 13 年度では冷却塔水から 11 件(5.6 %)の
L.bozemanii が，平成 14 年度では冷却塔水から L.gormanii

及び L.bozemanii が１件(1.3 %)ずつ,循環式給湯水から
L.bozemaniiが 1件検出された．これら以外のレジオネラも

今後の調査により分離される可能性がある． 
 レジオネラ症は劇症化すると致死率が高い感染症であ

る．ここで少数例分離されるレジオネラの菌種がどの程度

の感染力をもつかはまだ明らかになっていないが，レジオ

ネラのすべての菌種は基本的にヒトに対する病原性を有す

るといわれることから，今後の症例の動向に注目しつつ，

環境水中での存在状況を明らかにしていく必要がある． 
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